
2/13/2023
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上
活用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用し
た。２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用し
た。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。
４：「適切な指導ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。
４：「適切な指導ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：週1回以上更新した。

3：月に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月に2～3回行った。

３:月に１回以上行った

２：学期に１回以上行った。

１：実施しなかった。
４：PTA行事や地域行事に全教員が1度は参加し
た。
３：８０％以上の教員が参加した。

２：６０％以上の教員が参加した。

１：６０％未満であった。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ｃ 0学校、保護者、地域、及び各種団体が
協力して、月１回の読み聞かせの実施
や授業ボランティアを活用した授業を
行う。

4

１：

Ｄ 0

PTAの新しい取組や学校支援地域本部
との連携に関して、教員が積極的に協
働することで、円滑な運営を推進す
る。

3

4

①「開かれた学校」の実現のために、
ホームページの更新を続けた。各学年
の情報公開はまなびポケットを利用し
て、クラウド状態で行った。
②地域教育連絡協議会は全ての会を実
施することができた。給食の試食は実
施できなかったが、授業観察を実施で
きた。
③グリーンボランティアや読み聞かせ
等の読書ボランティアを計画的に実施
することができた。
④今年度は家庭科のミシン学習にも支
援をお願いすることができた。新年度
も学校支援コーディネーターを中心と
して特色ある教育活動を推進してい
く。
⑤教員、保護者とも、PTAや学校支援地
域本部に関する情報の周知をさらに図
り、理解を深めることが課題である。
現在、大田区教育委員会が推進してい
るコミュニティスクールについても検
討を始める必要がある。

Ａ 8

・毎月初に発行される「薫泉」に先生達の取組や「目指
す」こと、
教育の本筋が書かれていて、毎回、楽しみにしっかり読み
ます。
・今年度はいろいろな学年の授業に参加させていただき、
楽しかったです。地域の人から子ども達の学ぼうとする姿
勢が大変、すばらしかったです。今後も続けて頂けると地
域との繋がりも強くなっていくと思います。
・WEBサイトでの発信に加え、保護者に対しては適宜、発
信され、地域に対しては児童の課外活動を通じて、協働に
まで至っている事から評価は適切です。
・地域教育連絡協議会において、学校の情報を共有するこ
とで、地域の方々の協力体制が生まれている。
・まち探検では、多くの児童に来校いただき、地域として
のつながりを強固にすることができた。

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成し
て、評価に必要な学校の情報を適切に
提供し、適正な評価を受けるよう努め
る。

3
３：
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学校・家
庭・地域が
担う役割な
どを明確に
し、地域に
開かれた教
育の実現を
目指しま
す。また、
相互の連携
を深め、子
どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等
をホームページ等で公開及び更新する
ことにより、積極的に情報を発信す
る。

4

保護者アンケートで
「学校は積極的に情
報を発信している」
と答えた保護者が

４：８０％以上
３：７０％以上
２：６０％以上
１：６０％未満

４：

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

4
２：

Ｃ 0

校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

4

１：

Ｄ 0
大田区教育委員会研究推進校「未来も
のづくり科」の研究開発を通して、教
員の指導力向上につなげる。

4

4

①分かりやすい授業について保護者８
１％の保護者が肯定的な回答をしてい
た。しかし、昨年度は９６%の保護者が
肯定的な回答をしていたので、肯定的
な回答が減ったことが課題である。
②校内研究の一環として、毎週木曜日
に校内研究日を設定して、指導教諭に
よる模範授業を参観して学んだことを
報告させた。その結果、教員の授業づ
くりへの関心が高まった。
③新型コロナウイルス感染症拡散の影
響で研究発表会に参加しにくかった
が、研究・研修の成果を授業改善に生
かそうとする教員が増えた。
④校内特別支援委員会を月１回実施
し、配慮を必要とする児童への対応策
を検討することができた。次年度も引
き続き、情報共有を十分に行い、早期
に対応できるようにする。
⑤校内研究会を通して独自教科「おお
たの未来づくり」の創設に向けて、研
究開発を実施した。次年度は11月の研
究発表会に向けて、汎用性のあるカリ
キュラム開発に取り組む。

Ａ 8

「未来ものづくり科」の試みに期待します。子どもたちに
とって必ず「＋」になります。
・元来の目的からぶれる事なく、特に指導力向上に取り組
まれていたと評価します。
校内研究を設定して常に振り返りながら教員のスキルアッ
プを図っている。
・授業における保護者のアンケート結果が反映されるよう
な授業内容になるように努力してもらいたい。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。

4
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児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

4

４：学校公開後や２
学期末の保護者アン
ケートの結果、子ど
もたちにとって分か
りやすい授業をして
いた。」と答えた保
護者が８０％以上。

３：学校公開後や２
学期末の保護者アン
ケートの結果「子ど
もたちにとって分か
りやすい授業をして
いた。」と答えた保
護者が７０％以上。

２：学校公開後や２
学期末の保護者アン
ケートの結果、「子
どもたちにとって分
かりやすい授業をし
ていた。」答えた保
護者が６０％以上。

４：

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

4
２：

Ｃ 0

クラス遊び（エンジョイタイム等）や
縄跳び、マラソンタイムに積極的に進
んで参加させる。

4

１：

Ｄ 0

4

①「早寝・早起き・朝ごはん」月間の
取組等を設定し、児童の保護者に対
し、望ましい生活習慣についての意識
啓発を行うことができた。次年度も引
き続き、児童自身が自らの生活を見直
すことができるようにしていく。
②給食指導及び教科等の指導を通して
食生活の充実・改善を図った。しか
し、教員によって給食指導のあり方に
ばらつきが見られるので、どの教員も
同じように指導をすることができるよ
うにしていく。
③体育的行事委員会を中心に、マラソ
ン月間や縄跳び月間を設定して、運動
習慣の確立を推進することができた。
令和５年度も引き続き、運動習慣が確
立できるようにしていく。
④計画的にクラス遊び（エンジョイタ
イム等）を実施することができた。引
き続き体育の授業の中で体力の向上を
図ることができるようにする。

Ａ 8

・家庭に帰れば体を動かす事なくゲームに没頭する子が多
いようです。体力増強は大切です。
・睡眠と食事は体づくりに大切なことだと思うので、引き
続き指導していき、子ども達の健やかな成長を願います。
・元来の目的からぶれる事なく、特に指導力向上に取り組
まれていたと評価します。
・新型コロナウイルス感染拡大に対応しつつ、一貫した計
画で評価は適切だと考えます。
・家庭での生活と学校での生活を関連付けながら、保護者
への意識啓発ができている。
・遊びを通して、子ども達健やかな心の育成に取り組んで
いる。

給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

3

３：
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親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯に
わたって健
康増進を図
る意識の向
上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取
組等を通して、児童・生徒や保護者に
対し、望ましい生活習慣についての意
識啓発を行う。

4

４：児童アンケート
の結果、「休み時間
になわとびやマラソ
ンに取り組むなど自
ら体力向上に取り組
むことができた」と
回答している児童の
割合が

４：８０％以上。
３：７０％以上。
２：６０％以上
１：６０％未満

４：

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を
推進する。

4

２：

２：

Ｃ 0

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

4
１：

Ｄ 0場に応じたあいさつを行う働きかけを
行い、「相手の目を見て」、「相手に
聞こえる声で」、「相手の心に届け
る」を行動化させる。

4

4

①小中一貫教育の会は計画的に企画・
運営を行うことができた。その一方で
重点目標や挨拶活動、生活指導「あ・
じ・み」（あいさつ・じかん・みだし
なみ）の取組については話し合う機会
をもつことができなかったので、令和5
年度は最初の小中一貫教育の会で確認
をする。
②今年度は「葛藤を引き起こす道徳授
業」の増加を図りながら、道徳的価値
観の定着を図ることができた。令和5年
度も引き続き道徳的価値観の定着を
図っていく。
③学校生活調査に加えて３～６年生で
実施している「QU」や校内研究での評
価指標としている「自尊感情測定シー
ト」を効果的に活用できた。きめ細か
い対応ができるように次年度も引き続
き、指導を続けていく。
④毎月、開催している「いじめ・不登
校対策委員会」を中心として、いじめ
の未然防止・早期発見・早期対応を目
指して開催することができた。次年度
も引き続き実施していくとともに、委
員会内で具体策を速やかに練ることが
できるようにする。
⑤生活指導夕会や職員夕会で得た情報
を基に、早期に対応策を検討すること
ができた。
⑥挨拶は一度、その場に立ち相手を見
て自分から挨拶をするものであること
を全校朝会等で徹底し、児童の行動に
つながった。次年度も引き続き自主的
に挨拶できるように具体的な指導を行
う。

Ａ 8

・矢口小の生徒は道で会っても笑顔で会釈する子が多く、
又、高学年の男子でも「ありがとうございました」がしっ
かり言え、すばらしいと思います。
・挨拶については学校を音連れた時に学年問わず、よくで
きていました。既に体に沁みついている感じがします。
・何事にも挨拶は基本だと思うので、すばらしいことだと
思います。

・生活指導は多くの先生方が我が事として捉えており、積
極的に行動しています。成果評価の通り、継続が必要と思
います。が、一方で本来の教育活動に専念できるよう、環
境を整えていくべきと考えます。
・いじめ、不登校対策委員会を定期的に開催し、適切に対
応している。
・挨拶をする習慣付けをすることで、子どもたちに規範意
識を堅固にしている。
・子ども達の自己肯定感を高める取り組みをしている。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための取
組を行う。

4
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子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
己有用感な
どを高める
とともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をは
ぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうとする意識
を高める。

4

４：児童アンケート
の結果、「自分から
挨拶することができ
た」と考えている児
童、また、登校時の
あいさつ調査による
「適切な挨拶をする
児童」が８０％以
上。

３：児童アンケート
の結果、「自分から
挨拶することができ
た」と考えている児
童、また、登校時の
あいさつ調査による
「適切な挨拶をする
児童」が７０％以
上。

２：児童アンケート
の結果、「自分から
挨拶することができ
た」、また、登校時
のあいさつ調査によ
る「適切な挨拶をす
る児童」が６０％以
上。

１：児童アンケート
の結果、「自分から

４：

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられ
る児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

4

Ｃ 0

授業改善推進プランを、授業に生か
す。

4

１：

Ｄ 0家庭学習や自主学習と関連させながら
課題を明確にした学習を進める。

4

４：

4

①学習カルテを基に児童に面談を実施
し、一人一人の学習のつまずきや学習
方法について指導できる体制を十分に
は整えることができなかった。夏休み
の指導体制を再度、整えていく。
②各学級でタブレットドリルを活用
し、児童の基礎学力の向上を図った
が、保護者に十分に通知することがで
きなかった。来年度は、学校便りや保
護者会を通じて、タブレットドリル等
の活用について、保護者への周知を図
る。
③学習補助員等による放課後補習を実
施することができた。補習教室の計画
や実施に向け、保護者への通知を含
め、周知が遅れることがあったので、
改善を図る。
④授業改善プランを多くの目で見てい
くことにより、日々の授業により役立
つプランの作成を推し進めることがで
きた。
⑤各学年、実態に応じた家庭学習の課
題を提供することができた。令和5年度
もタブレット端末を活用して、児童が
取り組みたくなるような学びの仕組み
を検討していく。

Ａ 3

・算数、数学、英語の補助指導と家庭学習は是非、重点視
にほしいと思います。
・タブレットドリルについて、。家庭と一体となった学習
等は周知の方法を更に検討していく必要があると思いま
す。
・一人一人の児童の様子をしっかり把握しながら教育を進
めている。
・放課後補習や授業改善など、積極的に取り組んでいる。
・算数が苦手な児童への支援を充実させてほしい。
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児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや学
習方法について、指導する。

3

４：児童アンケートの結
果、「文章の読み書きや
計算など、学校で習った
ことがよく分かった」と
回答している児童の割合
が８０％以上。
３：児童アンケートの結
果、「文章の読み書きや
計算など、学校で習った
ことがよく分かった」と
回答している児童の割合
が７０％以上。
２：児童アンケートの結
果、「文章の読み書きや
計算など、学校で習った
ことがよく分かった」と
回答している児童の割合
が６０％以上。
１：児童アンケートの結
果、「文章の読み書きや
計算など、学校で習った
ことがよく分かった」と
回答している児童の割合
が６０％未満。

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者
に知らせる。

2

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

3

4

２：

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。

3
１：

Ｄ 0

8

報道から年齢が低い子ども、かなり今の世界情勢を知って
言葉にします。
外国語を学ぶ事の大切さも身に付くと期待します。
・今後の改善策に記載の通り、外国語教育、体力向上に課
題を感じます。
・特別の教科道徳をもとにして子ども達の人権について真
剣に取り組んでいる。
・体力テストの結果を7有効活用して、授業の充実に努め
ている。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かし
た体験活動や理数授業等を実施する。

4
３：

Ｂ 1学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施
する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した
授業を実施する。

学校関係者記入欄
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コミュニ
ケーション
能力、情報
活用能力、
ともに生き
る力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能
力の育成等を図っている。

3

４:保護者アンケート
の結果「担任、専科
の先生は分かり易い
授業づくりをしてい
る」と回答している
保護者の割合が８
０％以上。

３:保護者アンケート
の結果「担任、専科
の先生は分かり易い
授業づくりをしてい
る」と回答している
保護者の割合が７
０％以上。

２:保護者アンケート
の結果「担任、専科
の先生は分かり易い
授業づくりをしてい
る」と回答している
保護者の割合が６
０％以上。

１:保護者アンケート
の結果「担任、専科
の先生は分かり易い
授業づくりをしてい
る」と回答している

４：

4

①外国語担当教員が外国語教育指導員
の効果的な活用方法を他の教員に教
え、児童が自主的に英語を使ってコ
ミュニケーションを図ろうとしてき
た。
同学年では同じレベル内容で外国語教
育指導員を効果的に活用できるよう
に、教員が研修を積む必要がある。
②独自教科「おおたの未来づくり」の
創設に向けての研究を推進することに
よって、STEAM教育の開発・定着を図
る。
③児童の学びの個別最適化を具体的に
すすめることを行ってきた。また、算
数の計算力向上やタイピングのスピー
ドアップを図った。また、家庭学習で
も有効活用できるようにした。
④特別の教科道徳を要にして、人権に
関する指導を継続していく。「人権の
花運動」にも取り組み、地域との協働
体制で人権について学べるようにし
た。
⑤体力テストの結果を分析し、体育の
授業の充実を図るため「一校一取組」
「一学級一実践」でなわとび運動を計
画したが、年間の見通しをもって実施
することができなかった。そこで、新
年度に向け、体力向上を図る年間計画
を立て直す。

Ａ

令和４年度　大田区立矢口小学校　自己評価　報告書

（学校規模）児童数５２６名、１８学級、教員数２３名。
（本年度の校内研究）大田区教育委員会研究推進校・子どもの生きる力を育むプログラム～大田区における特色ある教育の推進～指定校として「仮称・大田の未来づくり科」創設に向けての研究を推進する。
（学校マネジメント強化事業指定校）副校長の業務負担減、教員の働き方改革に係わる学校改善の在り方をさらに深める。
（特色ある教育活動）・伝統の夏季サマーワークショップを充実させる。・月１回の縦割り班（なかよし班）活動。・月１回の学級あそび（エンジョイタイム）、縄跳び、マラソンタイムによる体力向上、運動経験の増加。・「総合的な学習の時間」や「理科」「生活
科」等で矢口自然農園を活用した体験的な活動の実施。・「ものづくり」としても学習発表の場とする「矢口文化芸術展」を開催する。・学校地域支援本部との連携を図り、学校支援ボランティアの活用を進める。・高学年の鎌倉実地学習を継続する。

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


